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花房状器官が単細胞性の器官であるか，又は多数の細

胞が集族した組織性の器官であるか，その構造，周囲の

組織との関係並びにその生理作用などに就いては従来諸

説がありまだ確定していない

私は花房状器官を組織学的に検索し， 2,3の実験を加

え，その構造並びに生理作用について，いささか得ると

ころがあったので報告する

実験材料並びに方法

材料は名古屋市の屠殺場で採取した運動の活澄な豚回

虫を魔法瓶で温度 37℃前後に保つたリンゲル液に入れ

て研究室に持ち帰つたものを用いた

花房状器官の組織学的検索に当り，固定液には Zen-
ker液 Bouin液 Carnoy液を用いた． 包埋法は主と
してパラフィン包埋を用い， 4μ 連続切片を作成した．
染色法は Zenker液固定のものは主として Hamatoxylin-
脳in重複染色， Bouin液固定のものは Unna-Pappen-

heimの Pyronin-Methylgreen染色を施し， Ribonuclea;e
の消化試験を併用した. Carnoy液固定のものは Muci-

carmin染色をした。なお必要に応じて， 花房状器官を
リンゲル液内に浮遊させて，位相差法で生態観察した．

自己所見

I. 組織所見

花房状器官は体の前方からリ20及び 1/4の部分に各々

l対計4個存在する．各花房状器官は縦に長い星状を
呈し）細胞の集族した組織性の器官である中心は長楕

円体の麗胞で，その周囲に体部があり，これから樹枝状

iこ多数の分枝を外方に突出し，分枝は更に分れて小分枝
となり，更に分れて細い終末分枝を形成するこれらの
分枝，小分枝，終末分枝の辺縁及び末端には無数の小さ
v'球状の終末器官がある
(1)嚢胞

巖胞は長楕円形で，成虫では縦径は約 0.3mm,横径

は 0.2mmを算し，虫体の長軸の方向に稽々長く，両

極は開口し，茎状を呈して側管に連結する（写真1). 壁
は比較的厚く，粘膜及び線維膜から成る．粘膜の表面は

或は突出し乳頭或は絨毛を作る（写真 2).表面の上皮細
胞は不正多角球状で，核は円形なるも染色性に乏しい．

胞体は明る＜，大小不同の Mucicarmin可染顆粒を含有

する（写真3). 該顆粒は廣内顆粒に移行する。線維膜は

数層の線維からなり，体部のものに移行する．褒胞内容

は塩基染色性の大小不同の顆粒， 並びに Mucicarmin
可染顆粒に満される又嚢胞内には Pyronin好性顆粒
を多量に含有するこれ等顆粒は Ribonuclease で消化
される．嚢胞の内容物は側管に排出されるが，内容充満

の際は褒胞の内腔ほ広く，細胞は低くなる（写真4). こ

れに反し，内容排出後は細胞は高く，内腔は狭く，不整

形を呈する（写真 5). この所見は位相差法でよく観察で
きる（写真6)

(2)体部

体部は褒胞の周囲を包囲して，略々楕円体をなし，慇

粗な線維から成る．体部から前方に出した太い分枝は上

行枝，後方に出した分枝は下行枝で，夫々その中に羮胞
と側線とを連結する導溝がある（写真 1). 体部及び上・
下枝からは数十の分枝を出し， 更に数本の小分枝とな
り，時に更に分れて終末分枝となる体部周辺に時に酸
好性顆粒が存在する（写真7)

(3)終末器官

大小不同の球状を呈する細胞から形成され，その直径
は 5-20μ を算する核は中心性で円形，染色性に乏し
い時々核を欠く．胞体内には酸好性顆粒がある（写真
7). 時に胞体は明調性で核が圧平されていることがあ
る之等の終末器官は互に線細な結合組織で連結されて
いる．終末分枝とは交通がない

更に位相差法で観察すると，終末器官は大小不同の球
状体を放出するこの球状体は腸管ならびに側管には移

(1) 
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写真 1 花房状器官横断面， Zenker固定， HX-E 
染色 (5X 10), 襄胞の一極は開口し， 茎状

を呈して，側管に連結する．

写真3 花房状器官嚢胞横断面， Carnoy固定，Mu-
cicarmin染色 (5X60), 据胞壁表面の上皮

細胞は核は円形なるも，染色性に乏しい．

胞体内には大小不同の Mucicarmin可染顆

粒がある

写哀 5 花房状器官襄胞横断面， Zenker固定， HX-
E染色(5X20), 額胞の内容は乏しく，内

腔は狭く，雖胞壁の細胞は高い。

(2) 

写真2 花房状器官艇胞壁横断面， Zenker 固定，

HX-E染色 (5X60), 嚢胞壁粘膜は表面は
或いは突出し乳頭或は絨毛を作る

写真4 花房状器官羅胞横断面， Zenker固定，HX-

E染色(5X 20), 艇胞の内容は多く，内腔

は広く嚢胞壁の細胞は低い．

写哀 6 花房状器官の位相差顕微鏡所見 (5xzo), 
壼胞壁細胞は小顆粒を放出する．



写其7 花房状器官の体部並びに終末器官， Zenker

固定， HX-E染色(5X60), 体部周辺並び

に終末器官内には酸好性顆粒がある．

写真9 Adrenalin千倍溶液 0.1cc を錮虫体腔内

に注射後1時間の終末器官， Zenker固定，

HX-E染色 (5X60), 終末器官の胞体は暗

調萎縮する．

行せず，体腔内に拡散する．

II実験

(1) Pilocarpine 1, 000倍溶液 0.1ccを活澄な回虫体

腔内に注射すると，回虫は生存しているが，注射後 1時

間の所見では巖胞は異常ないが，終末器官の胞体は明調

膨大する（写真8)

(2) Adrenalin 1, 000倍溶液 0.1ccを活澄な回虫体

腔内に注射すると，褒胞には異常ないが，終末器官の胞

体は暗調萎縮す歪（写真9)

(3) 0.1 %墨 Ringer液0.1ccを回虫体腔内に注射し

た場合の花房状器官の所見は，前報で述べたように，墨

を摂取した細胞は花房状器官の褒胞内に入り，墨は消化

される

(4)花房状器官を電気焼灼すると体色は赤変する

考按

, Schneider (1866)が初めて A.osculata に花房状器官
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写真 8 Pilocarpin千倍溶液 0.1cc. を鰤虫体腔内

に注射後1時間の終末器官， Zenker固定，

HX-E染色(5X60), 終末器官の胞体は明

調膨大する

が存在することを記載し，次で Cobb(l889)は A.ku-

kenthaliiの花房状器官の構造を ''Siebestehen a us vielen 

Hunderten von sackforrnigen, meistentheils polygonalen 

Elementen, , die miteinander <lurch fein bindgewebige 

Fasern verbunden sind. "であると記載し，その生理作用

は高等動物の Darmdrtisenに相等すると述べた.・Spen-

gel (1897)は Linstow(1895)の A.osculataの食道神経

節は花房伏器官に相等すると述べた. Jagerskiold (1898) 

は A.osculataの花房状器官の分枝終末は側管に移行

しているから食作用があると述べた. Nasonow (1900)は

体腔中にカルミン又はセビヤ顆粒を注入して花房状器官

がそれらの顆粒を摂取するのをみた．

このように花房状器官は今日では貪喰器官であると考

えられているが，如何なる機構で，それが営まれている

かについては明らかでなど

花房状器官の中央は従来巨大核といわれているが，私

の所見では核の所見を備えず， 中央部は嚢胞腔であつ

て，両極が開口して側管と交通し，内壁は粘膜上皮によ

つて被われる上皮細胞の低い場合は褒胞の内腔は広・

く，上皮細胞の高い場合は羮胞の内腔は狭く不整形を呈

する前報で述べたように，墨を体腔内に注入すると，

食細胞は墨を摂取し，嚢胞内に侵入し， そこで消失す

るなお，嚢胞内には Ribonuceaseで消化されるヒ゜ロニ

ン好f生顆粒を含有する

終末器官は Nasonow(1900)は独立した食細胞となし，

土橋(1934)は体部に接続した原形質の活動能力を増大す

る球状体で食作用を営むものとした．併し私の所見では

食作用は全くなく， Pilocarpine,Adrenalinによつて変化

する点から考えると分泌と関係があるらしい．

(31) 
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花房状器官を電気焼灼すると，体色は赤変する．これ 7) 花房状器官を電気焼灼すると，回虫の体色は赤変
は体液の流動によるのか，或は視紅のような色素顆粒の する．
出現によるのか，直に決定できないが，組織学的には色 御校閲を賜つた戸苅教授に深謝いたします．
素顆粒の出現はみない． 本論文の要旨は日本寄生虫学会西日本支部第14回大

むすび

1) 花房状器官は廣胞，体部，分枝，小分枝，終末器
官から成る．

2) 羮胞は両極は開口し，茎状を呈-して側管に連結す
る．嚢壁は粘膜及び線維膜から成り，粘膜細胞からムチ
カルミン可染顆粒を藻胞内に分泌する．嚢胞内にはヒ゜ロ
ニン好性顆粒があり． 之等顆粒は Ribonucleaseで消化
される．

3) 体部は褒胞の周囲を包囲して略々楕円体をなし，
螺粗な線維からなる．体部から前方に上行枝，後方に下

行枝を出し，夫々その中に嚢胞と側線とを連結する導腔
がある体部周辺に時に酸好性顆粒が存在する．

4) 終末器官は大小不同の球状細胞から成る胞体内
に酸好性顆粒がある時に分泌現像がある．

5) 回虫体腔内にヒ゜ロカルヒ゜ン千倍溶液 0.1cc注射
後 1時間では巖胞には何等異常ないが，終末器官の胞体
は明調膨大する．

6) 回虫体腔内にアドレナリン 1,000倍溶液 0.1cc 

注射後1時間では誕胞は異常を示さないが，終末器官の
胞体は暗調萎縮する．

(4)  

会に発表した．
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MORPHOLOGICAL AND PHYSIOLOGICAL STUDIES 

ON " BUSHY ORGAN II OF ASCARIS 

MICHIO ISHIKAWA 

(Department of Anatomy, School of Medicine, Nagoya University, Nagoya, Japan) 

1) So-called "・bushy organ" consists of cyst, body, branch, minute branch, final branch 

and final organ. 

2) The cyst is connected with the lateral cannal at the both pores. The cyst wall consists 

of mucous membrane and fibrinous membrane, and mucicarmine stainable granules, which are 

digested by ribonuclease, are secreted into the cyst. 

3) The body surrounded the cyst shows an ellipsoid and is covered with a crude fibre. 

Ascending and descending branches are discharged from the body. In these branches a leading 

canal is located to connect the cyst with the lateral line. Acidophilic granules are found frequently 

arround the body. 

4) The final・organ consists of various sized blobular cells and contains acidophilic granules: 

5) When 0.1 cc . of pilocarpine (1 : 1000) was injected into the body cavity of ascaris, the 

final organ was lightened and swelled, though normal state was observed in the cyst for 1 hour. 

6) A similar phenomenon was observed when 0.1 cc of adrenalin (1 : 1000) was injected'. 

into the body cavity, but in this case the final organ was darkened and diminished. 

7) When the bushy organ was heated by electricity, the body colour was changed to red. 

(5) 
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